
知財管理システム root ipクラウド
XMLファイルのHTMLファイル変換

インターネット出願ソフト出力手順マニュアル



①インターネット出願ソフトを利用端末にインストールする
インストール済みの場合は再インストールは不要です

事前準備
はじめに
このマニュアルは、代理人から納品された特許庁書類がXMLファイルだった等の理由で、お手元

にHTMLファイルが無い場合に、「インターネット出願ソフト」を利用し、XMLファイルをHTML
ファイルに変換する操作を説明するものです。HTMLファイル出力マニュアルも併せてご参照くださ
い。

②環境設定をする
・認証＞証明書モードを「証明書ストア」にする
・出力＞出願系書類を「旧送信ファイル名で出力する」にする



出願書類①
・XMLファイルを指定フォルダに保存する
HTML変換したい出願書類のXMLファイルを

「C:¥JPODATA¥ITAK.JP0¥APPL.JP1¥利用者１.J01¥ACCEPT.J04」※に保
存する

※フォルダについて
インターネット出願ソフトをインストールすると、
ご利用端末のCドライブに「JPODATA」フォルダが
作成されます。このフォルダは環境設定＞フォルダ
からも確認、変更が可能です。



出願書類②

・インターネット出願ソフトにログインする
識別番号リストで「Guest」を選択し起動する



出願書類③
・受理済フォルダに表示された書類をHTML変換する
「C:¥JPODATA¥ITAK.JP0¥APPL.JP1¥利用者１.J01¥ACCEPT.J04」に保存したファイルはイン

ターネット出願ソフトの出願＞利用者１＞受理済に表示される。右クリックでHTML変換する。
（ファイルの複数選択可）



出願書類④
・HTML変換クリック後、保存フォルダを指定する

JPODATAフォルダとは別にCドライブに「HTML」＞「提出書類」（発送書類は「発送書類」と

する等）のフォルダを作成しOKをクリックする

②クリックして新規フォルダ作成

③作成したフォルダを選択してOKをクリック

①Cドライブを選択



出願書類⑤
・指定フォルダにHTMLファイルが保存される
このHTMLファイルをrootipクラウドの庁ファイル添付にご活用いただけます



発送書類①
・XMLファイルを指定フォルダに保存する
HTML変換したい出願書類のXMLファイルをデスクトップ等に適宜フォルダ※を作成し保存する。

フォルダ名は「20220101」のようなyyyymmdd形式の架空日付にする。

※複数フォルダーに保存されたファイルを一括で別フォルダーに保存する方法
発送書類のXMLファイルは発送日毎作成されたフォルダに分かれて納品される場合があります。イ

ンターネット出願ソフトでHTML変換する際に、同一フォルダに保存してあるファイルは一括でHTML
変換可能（1000ファイルまで）なため、HTML変換するXMLファイルを同一フォルダにまとめて保存
しておくと便利です。

①開きたいフォルダーが複数表示されているエクスプローラーを開く
②検索窓に「＊」を入れて検索する
③表示されたファイルを全選択しコピー
④指定フォルダー（架空の日付でフォルダ作成）に保存する

②「＊」で検索

③複数フォルダに保存されたファイルが表示さ
れるので変換するファイルを全選択してコピー



・指定フォルダに9桁の数字名（識別番号）でフォルダ作成し日付フォルダを
保存する
「C:¥JPODATA¥ITAK.JP0¥NOTICE.JP1¥RECEIVED.J01」に「123456789」のような9桁の

数字名でフォルダを作成する。HTML変換のためのフォルダのため正しい識別番号で無くても良い。

発送書類②

9桁の数字のフォルダ

XMLファイルが保存されたyyyymmdd

のフォルダをここに保存する



発送書類③
・インターネット出願ソフトにログインする ⇒出願書類②を参照

・発送タブ＞受信済フォルダに取り込んだ発送書類が表示される

・受理済フォルダに表示された書類をHTML変換する ⇒出願書類③④を参照


